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宇土市庁舎建設市民ワークショップでの意見  

１．概要 

庁舎建設市民ワークショップは，公募市民と，各種団体又は法人の関係者等，本市の職

員の計１５名で構成されました。 

検討に際しては，学識経験者をコーディネーターとして迎え，適宜コメントをいただき

ながら進めてまいりました。 

○検討方法 

 グループディスカッション（１グループ５名×３グループ） 

○検討テーマ 

 「福祉・子育てグループ」「防災・減災グループ」「未来・利便性・まちづくりグルー

プ」の３グループに分け，各グループで新庁舎に備えるべき機能として必要なものを検討

しました。 

 

２．ワークショップの内容 

【第１回】 平成２８年１１月１１日（金）14：00から 宇土市保健センター２階会議室 

 １ ワークショップの運営方法について 

２ 宇土市庁舎建設基本構想素案の説明 

 ３ 住民アンケートの分析結果の説明 

 ４ ワークショップ 課題の抽出 

 

【第２回】 平成２８年１１月１７日（木）14：00から 

宇土市防災棟会議室 

 １ ワークショップ 課題に対する解決策の検討 

 

【第３回】 平成２８年１２月 ２日（金）14：00から 宇土市防災棟会議室 

 １ 他市庁舎視察の事例共有 

 ２ ワークショップ 新庁舎に備えるべき機能のまとめ 

 

【第４回】 平成２８年１２月２２日（木）14：00から 宇土市仮設庁舎２階大会議室３ 

 １ 各グループごとに意見発表 
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３．ワークショップでの意見・提案 

 ワークショップの中で，市民の皆様が普段感じていること，新庁舎に備えるべき機能な

ど様々な意見・提案をいただきました。 

 

＜福祉全般に関する意見・提案＞ 

○手すりの工夫（格子手すり，平手すり）※丸手すりの他に 

○新しい総合病院をヒントに 

○ドアはスライド式に 

 

＜休憩室に関する意見・提案＞ 

○急病人に対応できる保健室としても利用 

○BGMがあると快適 

○周囲から見られないベッド・トイレ・水がある所 

○手洗い，鏡はつける（トイレもあれば） 

○ベッドとソファーでゆったり 

 

＜トイレに関する意見・提案＞ 

○エアータオル・うがい専用の蛇口 

○子どもと一緒に入れるトイレ 

○LGBTを兼ねた多目的トイレ（マークを車いす＋男＆女に） 

○音や臭いの問題を解決できないか 

○パウダールーム（授乳室）は男性も使えるように 

○トイレにも庁舎内の様子がわかるモニターがあるといい 

○物を置く棚かフックを 

 

＜相談室に関する意見・提案＞ 

○丸テーブルを配置 

○個室で相談（１部屋で１相談） 

○植物や花を配置 

○音楽が流れる 

○アンパンマンのビデオ（ビデオ・ブックコーナーは是非） 

○たたみやカーペットの部屋もほしい 

○多動の子どもに対応できるコーナーに 
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＜待合所に関する意見・提案＞ 

○北欧風のソファーで待ち時間を快適に過ごす 

○順番がわかる表示がほしい 

○図書館の本返却ポスト 

○図書館の本を予約していたら受け取れる 

○空気清浄機 

○イスはいろんなタイプを（個別・ソファ・ソファベッド） 

○給水スペース（ウォーターサーバー） 

 

＜キッズコーナーに関する意見・提案＞ 

○本来の目的からはずれないようにある程度，静かに遊べるコーナー 

○行長しゃんのぬいぐるみ 

○図書コーナー（まんが含む） 

○シルバースペースも 

○今日のイベントをお知らせする掲示板 

○かくれんぼができるスペース 

○オープンスペースにもキッズコーナーがあったらいいな 

○かべにらくがきできるコーナー 

○絵本コーナー（貸し出しもできる） 

○柔らかいスポンジみたいな積木・絵本・ビデオコーナー 

○おもちゃコーナー（レゴ・ものづくり）があったらいいな 

○ガチャ・ガチャがあるとちょっとは利益がでるかな 

○安全に遊べるのが基本 

 

＜喫煙所に関する意見・提案＞ 

○換気が効いていて，外からあまり見えない 

○明るく・罪悪感を感じない 

○近くにジュース自動販売機を 

○禁煙相談コーナー 

 

＜安心感のある庁舎に関する意見・提案＞ 

○ガラスが少ない 

○わかりやすい（使いやすい）造り 

○手洗い場所（ロビーなどにも） 

○災害時庁舎を目印に（照明） 
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○備蓄多めに（水・食料） 

○防災無線の活用 

○市民が集う場所・話す場所（カフェなど） 

○自由に使える会議室 

○災害専用ダイヤル（黒電話） 

○油（ガソリン・重油）の貯蔵庫がある 

 

＜防災拠点機能に関する意見・提案＞ 

○黒電話や衛星電話 

○対策本部室は３階以上（市長，副市長室から直接入れる動線の確保） 

○災害対策専用室（情報発信など） 

○免震・耐震構造 

○広いスペース（一時避難） 

○議場有効活用など（災害時に議場の机，イスが移動でき，避難所として使える） 

 

＜屋内コミュニティスペースに関する意見・提案＞ 

○仕切られた部屋でなくて，ロビーにオープンスペースを 

○避難スペースとしても活用 

○子どもたちを職員も見守れる場所に 

○本やブロックなどで遊べる（雨の日にも） 

○コミュニティスペースで各種申請が出来る（その場から離れることなく） 

○親同士が交流（情報交換）できるスペース → いろいろな人とつながる 

○子ども向けの大会などを開催 

○絵画や写真などの展示場所を併設 

○宇土の文化（小西行長など）郷土愛を育む仕掛け 

○英会話（ALTが先生）や文化教室など開催 

○太鼓教室 

○職場体験（キッザニアのような） 

○おりがみ・あやとり教室 
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＜屋外広場に関する意見・提案＞ 

○遊具 

○マルシェ 

○地蔵祭り 

○音楽イベント（太鼓） 

○庁舎の 3階からすべり台（緊急避難用としても活用） 

○イベントステージ 

○自然や生物とふれあう 

○避難スペースとしても活用 

 

 

４．宇土市庁舎建設基本構想への提言 

参加者の皆様からワークショップのまとめとして以下のとおり，宇土市庁舎建設基本構

想への提言をいただきました。 

 

＜福祉・子育てグループからの提言＞ 

○窓口カウンターは子どもを連れた方，お年寄りや障がいのある方を含めて落ち着いて

手続きができるスペースを設置 

○市民の様々な相談に対応するため，プライバシーに配慮した個室の相談室を設置する

とともに，気軽に相談できる相談ブースや相談コーナーを設置 

○高齢の方や障がいのある方，乳幼児を連れた方に加えて，LGBTの方も含めすべての

人が利用しやすいトイレを設置 

 

＜防災・減災グループからの提言＞ 

○市民が常に集い，防災についても学習できる場所を設置 

○安心して避難できるスペースと備蓄品の確保 

○情報の発信や早期復旧・復興に取り組める機能強化 

 

＜未来・まちづくり・利便性グループからの提言＞ 

○カフェの設置 

○コミュニティが生まれる開放的なスペースの設置 

○平日の夜間，土・日・祝日に利用できるコミュニティスペース及び貸会議室等の設置 

 


